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まちづくり方針（要約） －令和４年度施政方針－
　

令
和
４
年
度
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
町
主
催
の
各

種
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
な
ど
が

開
催
で
き
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
、

町
民
・
議
員
の
皆
さ
ま
と
共
通
認
識
を
深

め
健
全
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
予
算
編
成

　

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
本
町
の

自
主
財
源
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
次
年
度
以
降
に
地
方
交

付
税
が
減
額
に
な
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

た
編
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

前
年
度
産
の
農
産
物
の
収
入
増
に
よ
る

所
得
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
引
き
続
き
「
適
正
で
公
正
な
課
税
」、

「
公
平
で
確
実
な
徴
収
」、
そ
し
て
「
正
確

で
迅
速
な
収
納
管
理
」
に
重
点
を
置
き
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
各
種
団
体
、
振
興
会
な
ど
の
要
望
、

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
案
も
考
慮
し

な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
を
中
心
に

編
成
し
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
課

　

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
面
積
の
維
持
・
拡
大
を
図

り
、
高
単
収
・
高
品
質
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
植
え
付
け
・
管

理
・
収
穫
作
業
等
の
受
委
託
作
業
体
制
の

強
化
と
生
産
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

澱
粉
原
料
用
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
関
係
機

関
一
体
と
な
り
基
腐
病
対
策
も
含
め
た
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
と
の
輪
作
体
系
を
推
進
し
ま

す
。
生
分
解
性
マ
ル
チ
導
入
支
援
事
業
の

実
施
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
強
い
新

品
種「
こ
な
い
し
ん
」の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

水
稲
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
即
し
た
米

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
超
早
場
米
の
産

地
と
し
て
の
出
荷
・
販
売
体
制
を
確
立
し
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
省
力
化
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
、
無
人
航
空
防
除
機
等
に

よ
る
適
期
一
斉
防
除
を
行
い
、
栽
培
技
術

の
向
上
と
栽
培
履
歴
な
ど
の
記
帳
方
法
な

ど
集
団
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

安
納
い
も
に
つ
い
て
は
、
安
納
い
も
ブ

ラ
ン
ド
推
進
本
部
を
中
心
に
規
格
・
品
質

の
統
一
と
令
和
３
年
度
に
承
認
を
受
け
た

地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
を
活
用

し
、
種
子
島
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
戦
略

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

園
芸
作
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
重
点
品

目
に
お
け
る
生
産
現
場
で
の
省
力
化
を
行

い
、
面
積
拡
大
と
栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化

に
よ
る
安
定
生
産
・
品
質
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
継
続
し
て
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認

証
（
Ｋ
ー
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
取
得
を
推
進
し
ま
す
。

　

肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
耕
種
部
門
と
の
連

携
を
基
本
に
、
生
産
性
の
高
い
肉
用
牛
繁

殖
経
営
体
を
育
成
す
る
た
め
、
各
種
補
助

事
業
及
び
制
度
資
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
り
、
計
画

的
な
優
良
雌
牛
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
補
助

事
業
を
導
入
し
、
水
揚
げ
量
の
確
保
お
よ

び
魚
の
消
費
拡
大
に
努
め
、
漁
業
再
生
活

動
の
自
立
的
か
つ
継
続
的
な
実
施
を
支
援

し
、
資
源
管
理
型
漁
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
農
地
整
備
課

　
「
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
の
基
本

戦
略
」
に
基
づ
き
、
農
家
経
営
の
安
定
向

上
を
図
る
た
め
、
生
産
基
盤
と
環
境
整
備

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

基
幹
作
物
な
ど
の
生
産
現
場
に
お
け
る

機
械
化
が
進
む
中
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
や
生
産
効
率
の
向
上
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
農
業
委
員
会

　

各
農
家
へ
農
地
利
用
の
意
向
を
確
認
し

「
使
え
る
農
地
を
、
使
え
る
う
ち
に
、
使

い
た
い
人
へ
」
の
斡
旋
活
動
を
進
め
、
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
企
画
課

　

長
期
振
興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来

像
の
具
現
化
に
向
け
、
計
画
の
策
定
・
調

整
を
行
い
、
過
疎
・
辺
地
対
策
事
業
債
な

ど
の
有
効
な
町
債
や
国
庫
補
助
金
等
の
財

源
を
確
保
し
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

本
町
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

地
域
公
共
交
通
等
の
維
持
確
保
に
つ
い
て

は
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
お
よ
び
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
、
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
に
関
し
て
は
、
利
便
性

が
高
く
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

集
落
な
ど
の
地
域
課
題
に
対
し
て
、
特

に
「
共
助
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
防

犯
・
防
災
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
衛
生
な

ど
多
方
面
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
集
落
や
校
区
、
更
に
地
域
課
題
や
創

意
工
夫
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
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「
地
域
活
性
化
支
援
交
付
金
」
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

　

町
商
工
会
の
組
織
体
制
の
維
持
・
強
化

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
外
消
費
者

の
購
買
意
欲
を
誘
引
す
る
新
た
な
特
産
品

の
開
発
と
、
六
次
産
業
化
を
推
進
し
都
市

部
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
効
果
的
な
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

■
福
祉
環
境
課

　
「
共
に
つ
く
る
生
き
が
い
に
満
ち
た
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
包

括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

な
が
ら
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
と
し
た
各
種
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
適
正
な
分

別
の
周
知
を
図
り
、
生
活
環
境
に
お
い
て

は
快
適
で
衛
生
的
な
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
移

行
を
促
進
し
な
が
ら
自
然
環
境
を
保
全
し

て
い
き
ま
す
。

■
町
民
保
健
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
医
療
機
関
と
連
携
し
、
希
望
す
る
す

べ
て
の
町
民
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

努
め
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

沿
っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
各
種
健

診
事
業
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
よ
る
町
民
生
活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
風
に
向
か
っ

て
立
つ
中
種
子
の
人
づ
く
り
」
を
柱
に
、

「
生
き
る
力
・
生
き
抜
く
力
の
育
成
」
を

目
標
に
、
高
い
学
力
を
育
て
、
折
れ
な
い

心
と
健
康
な
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
は
、

全
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

置
が
完
了
し
、
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
た
教
育
を
推
進
し
、
合
わ
せ
て
教
職

員
の
資
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
社
会
教
育
課

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、「
総
合
的

な
生
涯
学
習
整
備
と
連
携
・
協
働
に
よ
る

学
習
機
会
の
拡
充
」、「
社
会
教
育
の
推
進

及
び
公
民
館
活
動
の
充
実
」、「
ふ
る
さ
と

文
化
の
創
造
」、「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
」

の
４
つ
の
施
策
を
展
開
し
、
そ
の
成
果
を

適
切
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

実
業
団
・
大
学
・
高
校
運
動
部
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
誘
致
を
推
進
し
、
施
設
の
有
効
活

用
と
町
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
建
設
課

　

町
営
住
宅
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
効
率
的
な
運
営
を
行
い
、
改
修
工
事
、

外
構
工
事
を
実
施
し
、
入
居
者
の
利
便
性
・

快
適
性
の
向
上
な
ど
更
な
る
住
環
境
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

　

町
道
河
川
等
の
施
設
管
理
は
、
危
険
因

子
の
早
期
排
除
に
努
め
、
よ
り
豊
か
な
生

活
基
盤
づ
く
り
お
よ
び
交
通
の
安
全
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

■
水
道
課

　

本
町
の
上
水
道
は
近
年
、
給
水
人
口
や

給
水
量
の
減
少
に
伴
い
料
金
収
入
が
減
少

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
料
金
改
定
を
行
い
財
政
の
健
全

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
末
に
は
災
害
に
強
く
効
率
の

良
い
、
近
代
的
な
古
房
浄
水
場
が
完
成
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
質
が
高
く
安
心
・
安
全

な
水
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

■
総
務
課

　

火
災
等
災
害
時
に
お
け
る
消
防
活
動
に

お
い
て
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
近
年
、
消
防
団
員
の
確
保
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
り
定
数
確
保
に
努
め
、
南
界
分
団
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

　

職
員
の
定
員
管
理
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
給
与
の
適
正

化
、
行
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

■
自
衛
隊
誘
致
推
進
に
つ
い
て

　

国
に
お
い
て
は
、
西
之
表
市
馬
毛
島
へ

の
自
衛
隊
施
設
整
備
に
向
け
、
各
種
調
査

や
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に

も
隊
舎
等
の
設
置
を
行
う
計
画
で
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
馬
毛

島
の
供
用
開
始
後
の
通
勤
港
と
し
て
浜
津

脇
港
を
メ
イ
ン
で
使
用
す
る
計
画
と
の
こ

と
で
、
本
町
へ
の
自
衛
隊
施
設
の
誘
致
に

向
け
て
の
大
き
な
前
進
と
考
え
ま
す
。
引

き
続
き
各
種
訓
練
の
誘
致
・
協
力
を
推
し

進
め
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
本
町
へ
の
自

衛
隊
基
地
の
設
置
に
向
け
、
防
衛
省
と
の

連
携
を
密
に
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
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 69 億 6400 万円 69 億 6400 万円
令和４年度一般会計予算令和４年度一般会計予算

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
は
、
69
億
６
４
０
０
万
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
１
億
３
千
万
（
１
・

８
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
多
少
の
自

主
財
源
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

頼
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
動
向
次
第

で
は
財
源
不
足
も
発
生
す
る
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

事
業
の
選
別
に
あ
た
っ
て
は
必
要
性
、
効
果

な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
行
政
改

革
に
取
り
組
み
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
の
各
種
施
策

を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
振
興
や
福

祉
・
教
育
・
環
境
関
係
な
ど
の
生
活
基
盤
に

必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
全
体

の
約
39
％
を
占
め
、
町
民
の
皆
様
か

ら
い
た
だ
く
町
税
に
つ
い
て
は
、
７

億
５
２
０
０
万
円
程
を
見
込
ん
で
お

り
、
全
体
の
約
11
％
に
な
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
道
路
の
整
備

な
ど
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、
消
防

車
両
の
購
入
や
、
公
営
住
宅
・
学
校

施
設
の
改
修
な
ど
に
関
す
る
費
用
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地

方
交
付
税
の
振
替
と
し
て
、
町
が
借

り
入
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
、

総
額
で
約
６
億
３
６
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る
た

め
に
基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り
入
れ

る
額
は
、
10
億
５
７
０
０
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

入

歳

依存財源 金額 伸び率

地方譲与税 7,851 △ 4.4

地方交付税 272,000 1.9

国庫支出金 54,981 △10.4

県支出金 67,803 4.3

その他交付金 18,661 9.1

町債 63,610 △35.7

自主財源 金額 伸び率

町税 75,219 3.7

分担金および負担金 3,467 24.6

使用料および手数料 9,434 2.2

繰入金 105,706 14.3

その他収入 17,668 10.3

※単位は、金額＝万円、伸び率＝％

歳入 歳入予算の状況
【単位 =万円、( ) は構成比％を表す】

町民１人当たりの歳出予算額

929,317円
民生費 201,143 円

総務費 136,579 円

公債費 131,690 円

衛生費 112,420 円

教育費 105,780 円

農林水産業費 104,553 円

土木費 71,501 円

消防費 33,148 円

商工費 21,856 円

議会費 10,647 円

依存財源依存財源
517,581517,581
(73.0)(73.0)

令和３年度
当初予算
709,400

令和４年度
当初予算
696,400

依存財源依存財源
484,906484,906
(69.6)(69.6)

自主財源自主財源
211,494211,494
(30.4)(30.4)

自主財源自主財源
191,819191,819
(27.0)(27.0)

令和４年３月末現在

　　　　　　人口 7,483 人

農林水産業費

78,237(13.1)

商工費

16,355( △ 9.9)
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一般会計
◆総務費
公共施設管理経費 9,040 万円
電算機器などの整備費 8,279 万円
地域活性化支援交付金 1,400 万円
◆民生費
社会福祉対策 ４億 4,756 万円
老人福祉対策 １億 3,453 万円
児童福祉対策 ５億 7,829 万円
国保特会繰出金 １億 2,250 万円
介護特会繰出金 ２億 2,508 万円
◆衛生費
水道事業会計繰出金 7,605 万円
中南衛生管理組合へ 5,118 万円
予防・健康増進経費 １億 6,475 万円
合併処理浄化槽設置補助 1,197 万円
ごみ収集委託費 3,817 万円
後期高齢者医療特会操出金 6,894 万円
後期高齢者広域連合へ １億 3,301 万円
種子島広域事務組合へ １億 9,321 万円
種子島産婦人科医院へ 3,515 万円
公立種子島病院組合へ 5,287 万円
◆農林水産業費
農業振興費 838 万円
園芸振興費 4,850 万円
さとうきび振興経費 3,549 万円
林業振興費 3,912 万円
水産業振興費 2,135 万円
農業基盤整備事業など １億 8,226 万円
地籍調査費 7,932 万円
◆商工費
ふるさと納税返礼品経費 4,754 万円
雇用機会拡充支援事業 4,050 万円
観光施設などの管理経費 4,921 万円
◆土木費
町道の維持整備 ２億 5,274 万円
河川整備 9,095 万円
公営住宅大規模改修 4,246 万円
◆消防費
熊毛地区消防組合へ １億 7,079 万円
防災備品購入 1,383 万円
◆教育費
スクールバス運行委託経費 4,840 万円
小学校校舎などの改修工事 8,952 万円
学校給食費 6,114 万円

歳出予算の目的別内訳【単位 =万円、( ) は伸び率％を表す】

議会費 7,967( △ 1.0)議会費 7,886

歳出

令和３年度
当初予算
709,400

令和４年度
当初予算
696,400

総務費総務費
102,202102,202
(15.9(15.9））

民生費民生費
150,515150,515
(1.4)(1.4)

衛生費衛生費
84,12484,124

( △ 10.3)( △ 10.3)

農林水産業費

78,237(13.1)

商工費

16,355( △ 9.9)
土木費

53,504( △ 16.8)
消防費

24,805( △ 10.2)
教育費

79,155( △ 18.4)

公債費公債費
98,54498,544
(4.9)(4.9)

予備費 992(9.0)

総務費
88,150

民生費
148,486

衛生費
93,745

農林水産業費
69,157

商工費
18,156

土木費
64,281

消防費
27,610

教育費
97,051

公債費
93,968

予備費 910

歳出予算の性質別内訳【単位=万円、( )は伸び率％を表す】

義務的経費義務的経費
324,929324,929

(1.1)(1.1)

令和４年度令和４年度
当初予算当初予算
696,400696,400

投資的投資的
経費経費

　  　  その他その他
の経費の経費

282,585282,585
(2.8)(2.8)

扶助費
85,166

義務的経費義務的経費
321,412321,412

投資的投資的
経費経費

その他その他
    の経費    の経費

274,880274,880

令和３年度令和３年度
当初予算当初予算
709,400709,400

扶助費
85,187(0.0)

公債費
98,544(4.9)

普通建設事業費
88,886( △ 21.4)

物件費
85,987(8.9)

その他
196,598(0.3)

人件費
141,198(△ 0.8)

人件費
142,278

公債費
93,968

普通建設事業費
113,108

物件費
78,943

その他
195,937

　

性
質
別
経
費
で
分
類
す
る
と
、

人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
の

合
計
で
あ
る
義
務
的
経
費
が
32

億
４
９
０
０
万
円
で
、
全
体
の

46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
町
道
の

改
修
・
維
持
整
備
、
農
地
基
盤

の
整
備
、
公
営
住
宅
や
小
学
校

体
育
館
な
ど
の
各
種
施
設
の
改

修
な
ど
に
関
す
る
費
用
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
し
尿
・

ご
み
処
理
を
行
う
中
南
衛
生
管

理
組
合
へ
の
負
担
金
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担

金
や
、
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
な
ど
の
各
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

出

歳

会計名 予算額 前年増減額
国民健康保険 140,281 △ 27,810
介護保険 128,308 5,519
後期高齢者医療 15,262 △ 286

水道事業会計
歳入 32,705 3,882
歳出 30,409 △ 1,124

特別会計等当初予算　　　　（単位：万円）
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

３月 31 日付退職者と４月１日付町職員の人事異動　（　）は異動前

◎お問い合わせ先　総務課行政係㉗ 1111 内線 211・213

一般職

鎌田　一美 中央保育所保育士（福祉環境課主幹）

岡山　智史
学校教育課主幹（教育総務課主幹）
※組織機構改正により新設

西園　朝美 企画課主幹（議会事務局主幹）

塩浦　要平 税務課主査（農林水産課主査）

日髙　恵太 建設課主査（税務課主査）

黒木　純 企画課主査（鹿児島県市町村課）

原田　拓郎 農林水産課主査（農地整備課主査）

清水　愛 総務課主事（企画課主事）

鎌田　貴大
鹿児島県後期高齢者医療広域連合事務局
（総務課主事）

黒木　愛美 議会事務局主事（総務課主事）

寺田　耕作 福祉環境課主事（農業委員会主事）

城　　将司 税務課主事（社会教育課主事）

木下　菜々 町民保健課主事（税務課主事）

野角　栞那 福祉環境課主事（中央保育所保育士）

池山　誠広 総務課主事補（水道課主事補）

日髙　光貴 福祉環境課主事補（税務課主事補）

田平　大輔 農地整備課主事補（建設課主事補）

山元　大地 社会教育課主事補（福祉環境課主事補）

熊野　斗真 建設課主事補（水道課主事補）

林　孝太郎 水道課主事補（農林水産課主事補）

葛　　　康 農林水産課主事補（福祉環境課主事補）

日髙　大河 会計課主事補（税務課主事補）

岩屋　緋朗 税務課主事補（農地整備課主事補）

中島　功大 農業委員会主事補（会計課主事補）

新規採用

福島　佑哉 税務課主事補

浜尾　夏渚 中央保育所保育士

再任用

田中　晋二 総務課主査

山田　和春 社会教育課主査

酒井　和代 福祉環境課保健師

杉原　眞澄 税務課主事

退職（３月 31 日付）

酒井　和代 定年退職（福祉環境課介護支援係長）

杉原　眞澄 定年退職（中央保育所保育士）

寺内　和子 定年退職（中央保育所事務長）

阿世知文秋
依願退職（総務課長兼選挙管理委員会事務
局長）

長田　太樹 依願退職（総務課主査）

岩切　康晟 依願退職（町民保健課保健師）

異動（４月１日付）

課長級

上田　勝博
総務課長兼選挙管理委員会事務局長（企画
課長）

南　奈津紀 企画課長（税務課長）

横手　幸德
教育総務課長（教育総務課長兼給食センタ
ー所長）

皆倉　健二
学校教育課長（伊佐市立田中小学校教頭）
※組織機構改正により新設

野平　清吾
給食センター所長兼事務長（給食センター
事務長）※昇格

田平祐一郞 税務課長（税務課町民税係長）※昇格

係長級

大木田昭人
農地整備課地籍調査係長（空港管理室空港
管理係長）

前平　智明
空港管理室空港管理係長（農地整備課地籍
調査係長）

野田　直志 中央保育所事務長（建設課建築係長）

田平さやか
社会教育課社会教育係長（社会教育課社会
教育係長兼公民館係長）

秋田　幸博 税務課町民税係長（農林水産課農政係長）

松元　真樹 農林水産課農政係長（総務課管財係長）

利川　英樹
企画課商工観光係長（選挙管理委員会管理
係長）

一氏　昭博
教育総務課管理係長（種子島産婦人科医院
組合管理係長）

大久保智美 建設課建築係長（農林水産課農村振興係長）

古市　清孝
総務課管財係長兼選挙管理委員会管理係長

（教育総務課管理係長）

石堂　卓司
福祉環境課介護支援係長（企画課商工観光
係長）

德留　信行
学校教育課学校教育係長（出水市立高尾野
中学校教諭）※組織機構改正により新設

牧瀬　律子
社会教育課公民館係長（社会教育課主幹）
※昇格

鎌田　博樹
農林水産課農村振興係長（企画課主幹）
※昇格
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

阿
世
知
文
秋
氏
が

　
　
　

副
町
長
に
就
任

主
な
経
歴

阿
世
知
文
秋

　
　
　

59
歳
・
牧
川
出
身

昭
和
57
年
６
月

　
　
　

役
場
入
庁

令
和
４
年
３
月

　
　
　

依
願
退
職
（
総
務
課
長
）

令
和
４
年
４
月

　
　
　

副
町
長
就
任

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
令
和
４
年
３
月
の

議
会
で
同
意
い
た
だ
き
、
４
月

１
日
付
で
副
町
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
40
年
間
役
場
で

培
っ
た
行
政
経
験
を
生
か
す
こ

と
は
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
町
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
町
政
推
進
の
た
め
、
議

会
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
誠
心
誠
意
務
め
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で

　
　

阿
世
知
文
秋
氏
が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　左から　　左から　福島佑哉、浜尾夏渚福島佑哉、浜尾夏渚　左から　　左から　皆倉健二、德留信行皆倉健二、德留信行

新
規
採
用
職
員

教
育
委
員
会
新
任
職
員

熊
毛
地
区
消
防
組
合

　
　

新
規
採
用
職
員

　肥後晴音　肥後晴音

　種子島中央高校　種子島中央高校 　中種子養護学校　中種子養護学校

町
内
各
地
で
入
学
式
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　星原小学校　星原小学校

ピカピカの新１年生 61人が入学 !!ピカピカの新１年生 61人が入学 !!
小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

星原小学校 2 3 1 5 5 2 18

納官小学校 2 0 1 5 1 2 11

増田小学校 4 6 4 4 8 6 32

野間小学校 46 39 46 43 48 34 256

油久小学校 0 4 3 3 3 1 14

南界小学校 6 3 6 1 4 5 25

岩岡小学校 1 2 2 2 1 2 10

計 61 57 63 63 70 52 366

　岩岡小学校　岩岡小学校 　南界小学校　南界小学校

　野間小学校　野間小学校

　増田小学校　増田小学校 　野間小学校　野間小学校

　納官小学校　納官小学校
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　まちの話題　　まちの話題　

　　野間幼稚園野間幼稚園

中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 71 52 61 184

新入園児 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

中央保育所 2 11 4 2 1 1 21

新入園児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

野間幼稚園 35 3 2 40

　　野間幼稚園野間幼稚園

　　野間幼稚園野間幼稚園



広報なかたね 2022.5 月号　10

　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

最優秀賞の国土交通大臣賞を受賞
油久小学校３年東園晃太郎さん

　
「
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵

画
・
作
文
」
の
絵
画
の
部
で
、
油

久
小
学
校
３
年
東
園
晃
太
郎
さ
ん

の
作
品
が
、
最
優
秀
賞
で
あ
る
国

土
交
通
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
園
さ
ん
は
、
地
図
を
片
手

に
声
を
掛
け
合
い
、
家
族
そ
ろ
っ

て
避
難
す
る
様
子
を
ポ
ス
タ
ー

に
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
伝
達

式
で
、
東
園
さ
ん
は
「
入
賞
し

た
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
て
う
れ

し
い
。
災
害
に
み
ん
な
備
え
て

ほ
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
、
桜
満
開
の
太

陽
の
里
運
動
公
園
多
目
的
広
場

で
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

創
立
45
周
年
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
は
、
昭
和
51
年
に
創

立
さ
れ
、
以
降
は
交
流
・
仲
間

づ
く
り
の
場
と
し
て
大
会
な
ど

が
長
年
楽
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
約
１
０
０

人
の
会
員
は
、
春
の
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
の
な
か
、
親
睦
を
深
め
合

い
、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

創立 45 周年記念大会
町ゲートボール協会

オンラインでＳＤＧｓ交流会
岩岡小学校と種子島高校

　

３
月
12
日
に
、
種
子
島
高
校
と

岩
岡
小
学
校
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
流

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

交
流
で
は
、
種
子
島
高
校
の

ほ
場
紹
介
が
あ
り
、
飼
育
し
て

い
る
牛
や
、
ハ
ウ
ス
で
育
成
し

て
い
る
苗
な
ど
を
テ
ー
マ
に
ク

イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
児
童
は
楽

し
み
な
が
ら
農
林
水
産
業
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

町政に尽力された２年間
土橋勝副町長退任

　

副
町
長
の
土
橋
勝
さ
ん
（
農

林
水
産
省
）
が
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
し
、
職
員
に
拍
手

で
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
橋
さ
ん
は
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
の
２
年
間
、
町
長
の

補
佐
役
と
し
て
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振

興
を
基
軸
に
、「“
よ
い
ら
ー
い

き
”
で
つ
な
ぐ
人
の
和
と
豊
か

な
自
然
が
織
り
な
す
“
躍
動
な

か
た
ね
”」
を
め
ざ
し
、
町
政
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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４
月
９
日
に
、
増
田
の
ベ
ニ
ー

ハ
ウ
ス
で
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
え
ん
の
「
ハ
グ
モ
グ
食
堂
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
食
堂
は
、
県
の
登
録
を

受
け
、
子
ど
も
達
に
対
し
て
無

料
ま
た
は
低
額
で
食
事
や
居
場

所
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

来
場
し
た
子
ど
も
や
地
域
住

民
が
食
事
を
楽
し
み
、
満
足
そ

う
に
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
堂
に
は
新
鮮
な
野
菜

や
卵
な
ど
が
提
供
さ
れ
、
代
表
の

久
木
原
美
紀
さ
ん
は
温
か
い
支

援
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

お腹いっぱい幸せになりますように
「特定非営利活動法人えん」が子ども食堂開催

　

令
和
４
年
度
第
24
期
う
み
が

め
留
学
生
の
歓
迎
式
が
４
月
５

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

所
明あ

日す

翔か

さ
ん
（
愛
知
県
出

身
・
６
年
）、
三
浦
光こ

う

揮き

さ
ん
（
福

岡
県
出
身
・
６
年
）
の
２
人
の

児
童
が
、
稲
子
隆
浩
さ
ん
（
衣

之
平
）
の
家
庭
か
ら
、
一
年
間

岩
岡
小
学
校
に
通
い
ま
す
。

　

岩
岡
小
学
校
の
受
け
入
れ
は

21
年
目
と
な
り
、
本
年
度
で
延

べ
94
人
と
な
り
ま
す
。

※
う
み
が
め
留
学
と
は
、
本
町

が
実
施
し
て
い
る
山
村
留
学
の

こ
と
で
す
。

ようこそ種子島へ
第 24 期うみがめ留学生

　

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
下
村
弘

樹
さ
ん
（
伏
之
前
）、
古
市
琉
七

さ
ん
（
本
村
）、
及
川
大
輝
さ
ん

（
伏
之
前
）、
牧
梨
菜
さ
ん
（
横

町
）、
揃
百
々
果
さ
ん
（
横
町
）、

の
新
た
な
門
出
を
、
３
月
22
日

に
、
自
衛
隊
家
族
会
関
係
者
ら

が
祝
い
ま
し
た
。

　

入
隊
す
る
５
人
に
は
、
町
長

か
ら
「
国
防
と
い
う
崇
高
な
使

命
を
胸
に
抱
き
、
様
々
な
経
験

を
積
み
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平和と使命を胸に自衛隊入隊
自衛隊入隊者を激励

21 人の先生が着任
転入教職員宣誓式および歓迎式

　

本
町
に
赴
任
さ
れ
た
転
入
教

職
員
の
宣
誓
式
と
歓
迎
式
が
、

４
月
８
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
小
・
中
学
校
に
計

21
人
が
着
任
。
中
種
子
中
学
校

の
上
村
勉
校
長
が
代
表
し
て
、

力
強
く
宣
誓
し
た
後
、
北
之
園

教
育
長
が
「
中
種
子
町
民
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
お
い
て
、
職
務
の
遂

行
に
誠
心
誠
意
ご
尽
力
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
の
こ
と
ば
を
送
り

ま
し
た
。

　　左２番目から　下村弘樹さん、古市琉七さん、左２番目から　下村弘樹さん、古市琉七さん、
　及川大輝さん、牧梨菜さん、揃百々果さん　及川大輝さん、牧梨菜さん、揃百々果さん

　写真：中央　　所明日翔さん　写真：中央　　所明日翔さん
　　　　中央右　三浦光揮さん　　　　中央右　三浦光揮さん
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今
回
は
、
私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
旭
町
商
店
街

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
商
店
街
が
大
好
き
で
す
。
国
内

外
を
問
わ
ず
、
旅
先
で
は
必
ず
そ
の
地

域
の
商
店
街
に
行
き
ま
す
。
私
が
思
う

に
商
店
街
は
、
地
域
住
民
が
歩
き
、
会

話
が
聞
こ
え
、
特
徴
を
表
し
た
物
が
並

ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
街
の
雰
囲
気
を

丸
ご
と
体
感
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

旭
町
商
店
街
は
飲
食
店
が
多
く
、
昼

は
ラ
ン
チ
、
夜
は
飲
み
に
出
歩
く
人
で

賑
わ
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
呉
服
店
・

金
物
屋
・
書
店
な
ど
の
小
売
店
も
、
地

域
の
人
が
生
活
す
る
姿
が
見
え
て
居
心

地
が
良
く
、
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ

り
も
地
元
で
お
買
い
物
が
し
た
く
な
り

ま
す
。
人
が
ほ
と
ん
ど
歩
か
な
い
時
間

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
ひ
と
と
き
の

安
ら
ぎ
で
す
。
せ
わ
し
な
い
都
会
で
は

味
わ
え
な
い
日
常
の
余
白
の
時
間
が
、

そ
こ
に
は
充
実
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
大
好
き
な
旭
町
商
店
街
の
良

さ
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め

に
、『
商
店
街
丸
ご
と
ホ
テ
る
』
と
い

う
取
り
組
み
を
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、「
食
べ
る
・
泊
ま
る
・
遊
ぶ
」

と
い
っ
た
観
光
を
、
商
店
街
の
中
で
体

験
し
て
も
ら
う
と
い
う
新
し
い
観
光
の

形
で
す
。
商
店
街
に
遊
ぶ
と
こ
ろ
な
ん

て
あ
る
の
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
旅

行
に
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
は
、
商
店
の

人
と
土
産
物
の
話
を
し
た
り
、
飲
み
屋

の
お
母
さ
ん
に
ど
こ
か
ら
来
た
の
と
尋

ね
ら
れ
た
り
、
そ
う
い
う
何
で
も
な
い

会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
非

常
に
魅
力
的
な
遊
び
の
時
間
に
な
る
の

で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
観
光
ら
し
い
こ
と
を
考
え

よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
な
い

も
の
ね
だ
り
」
と
言
い
ま
す
か
、
都
会

の
よ
う
な
〇
〇
が
な
い
、
と
悲
観
的
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
私
た
ち
商

店
街
は
そ
こ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
今
あ
る

地
域
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
魅
力

が
伝
わ
る
よ
う
な
『
商
店
街
ホ
テ
る
』

の
取
り
組
み
を
、
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ー
湯
目
由
華
（
ゆ
の
め
ゆ
か
）
ー

中
種
子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
。
岩

手
県
出
身
。
誰
か
の
「
や
っ
て
み
た

い
！
」
を
一
緒
に
実
現
す
る
人
。
地
域

デ
ザ
イ
ナ
ー/
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

地域おこし協力隊通信（№ 63）　
商店街で丸ごと観光を

　　旭町商店街の皆さんと会議をする様子旭町商店街の皆さんと会議をする様子

平均落札額 64 万８千円　種子島子牛せり市

性別 頭数 ４月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 114 595,877 535,959 59,918 △ 76,654

去　勢 134 688,485 670,746 17,739 △ 74,235

計 248 645,915 611,046 34,869 △ 78,376

市場

全体

めす牛 317 595,555 547,871 47,684 △ 42,580

去　勢 401 689,711 670,453 19,258 △ 48,406

計 718 648,141 619,991 28,150 △ 47,127

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
４

月
７
・
８
日
に
種
子
島
家
畜
市

場
で
あ
り
、
平
均
落
札
額
は
64

万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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救急車を公売します
　中種子分遣所では、不要となった物件について

次の日程で公売を行います。

■物件名　　救急車
■展示期間　５月２日（月）～５月 12 日（木）
■展示場所　中種子分遣所駐車場
■入札日　　５月 13 日（金）
■入札場所　中種子町防災センター第 1会議室
※詳細は、後日熊毛地区消防組合ホームペ
ージおよび町ホームページに掲載します。

星原校区 池之平 長田　実弘 町山崎 宇都　智秀 南界校区

校区長 東　浩二郎 秋佐野 南　増雄 阿　曽 須田　大輔 校区長 山口　哲博

牧　川 坂口　悦二 戸　畑 橋口　敏成 竹屋野 畠中　敏秋 輪之尾 田中　守

浜津脇 榎本　文雄 向井町 深田　和幸 高　峯 川畑　博 田　島 本田　親一

上之城 德永　政憲 中之町 古市　英俊 大牟礼 田平　清春 東　目 古市　勝義

坂　元 濵田　三昭 郡　原 久木原　正憲 伊　原 大山　誠 本　村 黒木　惠一

竹之川 橋野　敏成 古　房 牧瀬　孝治 下　田 濵脇　嘉則 中　田 池山　輝昭

広　野 栁田　チヅ子 野間校区 満足山 日髙　義人 長　谷 西　俊治

砂　中 松　健二郎 校区長 松崎　義貞 阿　保 塙　泰則 原　尾 郁　敏英

深久保 興　敎義 中　山 上田　勝博 油久校区 熊　野 黒田　行三

納官校区 大　平 中村　広道 校区長 宮園　純市 新　町 浜崎　一成

校区長 春田　守 池之向 宮内　慶喜 広ケ野 林　隆夫 塩　屋 小山田　弘幸

宝　来 磯俣　良一 伏之前 積　正直 東之町 秋田　澄德 岩岡校区

平　鍋 笹川　覚 松　原 尾辻　義憲 女　洲 中村　重人 校区長 森山　裕次

原之里 日髙　健市 上　方 里　重浩 向　町 向　正郎 阿高磯 永濵　一則

春　田 春田　一義 横　町 田中　昌隆 西之町 羽生　道則 屋久津 長田　正雄

増田校区 旭　町 有留　昭洋 美　座 上門　義尚 梶　潟 塩浦　一史

校区長 岩屋　春義 栄　町 浦邊　康尋 西之山 時田　良洋 衣之平 前田　浩二

二十番 三原　孝文 畠　田 山口　実

令和４年度の校区・集落行政連絡員　※敬称略

◎お問い合わせ先　総務課行政係㉗ 1111 内線 211・213

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所庶務係㉗ 0119

海岸での砂の採取禁止について海岸での砂の採取禁止について
　最近、県の管理する海岸で、許可無く砂浜の砂を採取しているケースが見受けられます。海岸管理者　最近、県の管理する海岸で、許可無く砂浜の砂を採取しているケースが見受けられます。海岸管理者

の許可無く砂を採取することは、海岸法で禁止されています。砂の採取を行わないようにお願いします。の許可無く砂を採取することは、海岸法で禁止されています。砂の採取を行わないようにお願いします。

◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設部建設課用地管理係◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設部建設課用地管理係㉒1136㉒ 1136
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中種子町定住促進住宅整備事業補助金について

　　　　　　　　　　Ｉ・Ｕターン者および地域

　　　　　　　　　後継者に貸す目的で空き家を

　　　　　　　　　改修する場合、その改修費用

　　　　　　　　　について最大 30 万円の補助を

　　　　　　　　　受けられます。空き家をお持

　　　　　　　　　ちの方は、ぜひご検討ください。

■補助の対象となる方

●この補助を受けた住宅を改修終了月から少なく

　とも３カ年間は、Ｉ・Ｕターン者などのために

　確保することを確約すること。

●入居予定者が所有者などと２親等以内の血族・

　姻族でないこと。

●本町の実施する住宅改良にかかる補助金制度の

　補助金交付を受けていないこと。（一部例外あり）

●貸家業を営む方でないこと。ただし、所有者な

　ど・借主 (個人・法人など )については、この

　限りではない。

●対象となる改修費用が10万円以上であることなど。

■対象となる改修費用

　町内建築業者などによる、家屋本体・畳・電気・

水道・トイレ・ガス・風呂・流し台などの改修に

かかった費用が対象です。ただし、電気・ガスに

ついては器具類は補助対象となりません。

■補助金の額

　対象費用の3分の2で、30万円を限度額とします。

　（1,000 円未満の額は切り捨て）

●申請期限　　　令和４年 12 月 28 日

●工事完了期限　令和５年 ２月 28 日

※事前着工は認められませんので

ご注意ください。

中種子町定住促進住宅整備事業補助金のご案内
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

中種子町空き店舗等活用整備事業補助金のご案内
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

中種子町空き店舗等活用整備事業補助金について

　町内の空き店舗等の解消と地域経済等の活性化

のため、町内建築業者により概ね 30 ㎡以上の空

き店舗等の改修を行い出店する新規事業者などに

対して、補助金を交付します。

■補助の対象となる方

●町内に住所を有する方、または町内に事業所を

　設置しようとしている方

●１日５時間以上かつ週５日以上営業で、３年以

　上営業を継続できる方

●町商工会の会員となる方で、町および商工会な

　どが実施する事業に賛同または協力する方

●町内の店舗から移転する場合においては、移転

　前の店舗を空き店舗としない方

●過去に当補助金の交付を受けたことがない方

●改修費用が 20 万以上であること　など

■補助対象事業

●空き店舗等を新たに賃貸し出店するもの

●空き店舗等を新たに取得し出店するもの

●申請者が直接、事業または営業に携わるもの

●町内建築事業所などが改修するもの

■対象となる改修費用

　店舗改装費・建物本体および電気（器具類は除

く）・水道・トイレ・ガス（器具類は除く）・厨房

設備などの特殊設備・空調設備などの改修が対象

となります。

■補助金の額

　対象費用の２分の１で、50 万円を限度額とします。

　（1,000 円未満の額は切り捨て）

●工事完了期限　令和５年 ２月 28 日

※事前着工は認められませんのでご注意ください。

町ホーム町ホーム
ページＱＲページＱＲ

町ホーム町ホーム
ページＱＲページＱＲ
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

中種子町地域定住支援事業補助金のご案内
◎お問い合わせ先　企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　指定地域において家の建築、購入、改修する場

合、その費用について補助を受けられます。ご希

望の方は、事前にご相談ください。

■指定地域

　野間校区以外

■補助の対象となる方

●満 50 歳以下の夫婦世帯 ( 婚姻予定者や子供の

　いる世帯も含む )。

●保護者が満 50 歳以下の母子家庭または父子家

　庭で、現に児童を扶養している世帯。

●指定地域に原則として５年以上継続して定住し、

　自治会に加入予定の方など。

■補助金の対象となるもの

●住宅建築

●住宅購入

●住宅改修

（限度額 70 万円）

●子供加算

　子供（義務教育終了前）１人につき 10 万円加算。

　（限度額は 30 万円）

■その他の条件

●本補助金に係る建築・改修などの工事は、元請

　けが町内業者であること。

●工事および入居が令和５年３月末までに完了　

　していることなど。

人権ってなんだろう　第５回「部落差別（同和問題）について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係㉗ 1111 内線 262

同和問題とは

　同和問題とは、日本社会の歴史的過程で形づく

られた身分差別により、一部の人々が長い間、経

済的、社会的、文化的に厳しい環境を強いられ、

今なお日常生活の上で様々な差別を受けている、

我が国固有の人権問題であり、早急に解決する必

要があります。

プライバシーを侵害しないために

　個人の氏名や家族構成、出身地等の個人情報を

本人の許可なく第三者に知らせたり、公表したり

することは、個人のプライバシーを侵害する行為

であり、決して行ってはいけません。

正しい理解を深め偏見や差別をなくす行動を

　学校や家庭、地域、職場で同和問題について繰

り返し学習することにより、一人ひとりが正しい

知識を身に付け、偏見や差別を許さない行動をと

ることが大切です。なお、「同和」という用語は、

極めて差別的な意味合いで使われてきた歴史的経

緯があります。意味を正しく理解した上で、「同

和問題」など省略形でない用語を使用しましょう。

特設人権相談所のお知らせ
◎お問い合わせ先　鹿児島地方法務局099-259-0684
　　　　　　　　　町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の

施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」と

定め、この日を中心に「全国一斉特設人権相談」

を実施しています。

　次のとおり特設人権相談所を開設しますので、

お気軽にご相談ください。

特設人権相談所

■日程　６月 1日（水）

■時間　午前 10 時～午後３時

■場所　中央公民館　第１会議室

※相談は無料で秘密は守られます
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

町税・保険料の期限内納付のお願い
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236　福祉環境課介護保険係　内線 215・293
　　　　　　　　　町民保健課高齢者医療係　内線 289

　令和４年度の町税・保険料の納付期限は、以下のとおりです。期限内納付にご協力をお願いします

（各期の納付期限の前に納めることもできます）。

■令和４年度各税・保険料の納付期限

納付期限 軽自動車税 固定資産税
町県民税

（住民税）

国民健康 

保険税

介護保険料

後期高齢者 

医療保険料

令和４年５月２日（月） 全期 １期

令和４年５月 31 日（火） １期

令和４年６月 30 日（木） １期 １期 ２期

令和４年８月１日（月） ２期 ２期

令和４年８月 31 日（水） ２期 ３期

令和４年９月 30 日（金） ３期

令和４年 10 月 31 日（月） ３期 ４期

令和４年 11 月 30 日（水） ３期 ４期

令和４年 12 月 26 日（月） ５期

令和５年１月 31 日（火） ４期 ４期 ５期

令和５年２月 28 日（火） ６期 ６期

■便利な口座振替をご利用ください

　①出かけなくてもＯＫ

　②納め忘れの心配がなくなる

　③現金を持ち歩く必要なし

　※本人以外の口座からも振替が可能です。

　　申し込みは役場または金融機関で手続きをしてください。

■督促手数料および延滞金について

　法律に基づき、納付期限後 20 日以内に「督促状」を発送して納付のお知らせをしていますが、本来納

めるべき金額のほか「督促手数料」を併せて納めなければなりません。また、納付期限内に納付された

方との公平性を保つため、納付期限の翌日から納付日までの日数に応じて延滞金が加算されます。

口座振替可能な金融機関

鹿児島銀行

鹿児島相互信用金庫

種子屋久農業協同組合

九州信用漁業協同組合連合会

ゆうちょ銀行

■コンビニなどでも納付できます　※バーコード付き納付書に限ります

　●コンビニエンスストアやドラックストアモリ（ＭＭＫ設置店）で、営業時間内であればいつでも納付

　　できます。

　●「ＬＩＮＥＰａｙ」「ＰａｙＰａｙ」「ＰａｙＢ」「各種銀行アプリ」などをスマートフォンにダウン

　　ロードし、納付書のバーコードを読み取るだけで、自宅でいつでも簡単にお支払いできます。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

年金相談所開設について
◎お問い合わせ先　町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217

　ねんきん特別便など、各種年金に関する相談を受

け付けます。年金手帳や年金証書、厚生年金の経歴

に関する資料などをご持参のうえ、ご相談ください。

■予約締切日時

　５月 10 日（火）午後３時まで

■開設日時

　５月 11 日（水）　午前９時～午後１時

■場所　中央公民館小会議室

　事前予約のみの相談となりますので、予約や相

談内容については上記までお問い合わせください。

　なお、代理での相談については委任状が必要にな

ります。委任状は役場窓口にて交付しております。

委任状を持参せず、代理での相談ができない事案が

多発しておりますので、お気を付けください。

マイナンバーカード申請・交付の開庁時間のお知らせ
◎お問い合わせ先　町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

≪開庁日≫

■平日午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。

※土・日・祝日を除く。

≪時間外開庁日≫

■■毎週火曜日午後７時まで。（３日を除く）

■第４日曜日午前８時 30 分から正午まで。

※日程に変更などがある場合には、防災無線など

でお知らせします。

５月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

令和４年度狂犬病集団予防接種のお知らせ
◎お問い合わせ先　福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　犬を飼うときには、狂犬病予防法により一生に

１回の犬の登録と生後 91 日以上の犬には、毎年

１回の予防注射を受けなければならないと定めら

れています。

　狂犬病は現在のところ一度発症すると治療法は

ほとんどありません。

　飼い主の義務として必ず狂犬病予防接種を受け

てください。対象の飼い主の方へ通知書を送付し

ますので、必ず接種してください。日程が合わず

接種できない場合は、動物病院で接種してくださ

い。

狂犬病予防接種

■実施予定日　６月 28 日（火）～６月 30 日（木）

■接種料金　　3,400 円

■登録料　　　3,000 円

※詳しい時間・場所などについて送付される通知

書でご確認ください。

※新型コロナウイルス感染症の発生状況により日

程が変更になる場合があります。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

　全国戦没者追悼式への参列を希望される遺族の

方を募集します。

■期日　８月 15 日（月）

※前日からの団体行動になります。

■場所　日本武道館（東京都千代田区）

■申込期間　５月２日（月）～５月 31 日（火）

■募集人員　鹿児島県内から 65 人

※申し込み多数の場合は、選考を行います。

■申込先　福祉環境課　福祉係

■対象者　戦没者の配偶者および３親等内の遺

族、一般戦災死没者（空襲により亡くなった方な

ど）の配偶者および３親等内の遺族

※鹿児島県内に住民登録をしている遺族に限ります。

※過去に参列したことがない方を優先します。

※「次世代への継承」という観点から「18 歳未

　満の遺族」についても募集します。

※３親等内（曾祖父母、叔父・叔母、甥・姪、曾孫）

※新型コロナウイルス感染症の状況により、今後

　変更になる可能性があります。

　本町では、河川・海の水質保全のため、住宅に

合併処理浄化槽を設置する方に補助金を交付し、

合併処理浄化槽の設置の推進をしています。 

　令和４年度より単独処理浄化槽に加え、くみと

り便槽から合併処理浄化槽へ転換する際の便槽撤

去費、宅内配管にかかる費用も助成します。

■補助対象

　専用住宅または建物の延べ面積の２分１以上を、住

居の用に供する住宅に合併処理浄化槽を設置する方。

■補助金交付申請

　工事に着手する前に申請書を提出してくださ

い。すでに工事に着手している場合や工事完了後

の場合には、補助金は受けられません。

合併処理浄化槽設置補助金について
◎お問い合わせ先　福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

■合併処理浄化槽設置に対する補助金の金額

区分
新築の住宅に合併処理
浄化槽を設置した場合

単独処理浄化槽・くみとり便槽から合併処理浄化槽を設置した場合

設置費
単独処理浄化槽

くみとり便槽撤去
宅内配管

５人槽 249,000 円 332,000 円

90,000 円

宅内配管工事に要する経費として上限額

300,000 円（300,000 円に満たない場合は当該

工事に要する額）1,000 円未満の端数は切り捨

てとする。

７人槽 311,000 円 414,000 円

10 人槽 411,000 円 548,000 円

「令和４年全国戦没者追悼式」参列遺族の募集
◎お問い合わせ先　福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261
　　　　　　　　　県庁社会福祉課調査援護係099-286-2830

大和バスからお知らせ大和バスからお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、誠に申し訳ございませんが、ゴールデンウイーク期間　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、誠に申し訳ございませんが、ゴールデンウイーク期間

中も日曜・祝日は運休させていただきます。中も日曜・祝日は運休させていただきます。

■運休日　４月29日（金）、5月１日（日）・３日（火）４日（水）・５日（木）■運休日　４月29日（金）、5月１日（日）・３日（火）４日（水）・５日（木）

◎お問い合わせ先◎お問い合わせ先

　和人組バス事業部営業所　和人組バス事業部営業所㉒9600㉒ 9600
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　農作業事故の未然防止を目的として、農繁期の

４月から６月を「春の農作業事故ゼロ運動」の実

施期間と定め、広く県民へ農作業事故の防止と安

全対策の周知を図ります。

令和４年春の農作業事故ゼロ運動スローガン

　しめよう！シートベルト

■期間　４月１日（金）

　　　　　～６月 30 日（木）

①トラクターに安全フレームを装着し、運転時に

　はシートベルト、ヘルメットを着用しよう。

②トラクターに作業機を装着して公道を走行する

　際は、灯火器を設置して、安全運転を心がけよう。

③トラクターが走行するために十分な道幅を確保

　しよう。

④機械の詰まりを取り除く際は、回転部分を停止

　してから取り除こう。

⑤農業機械の定期的な点検・整備を行い、整備不

　良による事故を防ごう。

⑥こまめに水分補給を行い、熱中症に気を付けよう。

■地籍調査とは

　１筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、

境界の位置と面積を測量する調査です。

■令和４年度地籍調査実施予定区域

※国補助事業のため、事業費により調査面積が変

わることがあります。

●大字　増田

○字　千段ノ峯

●大字　坂井

○字　妙徳田、鷹取、橋ヶ山、西小牟礼、池ノ関

■土地所有者へのお願い

①一筆地調査には必ず立ち会ってください。日程

　などは事前に通知します。

②土地の境界については、隣接者とよく相談して

　伐採などを行ってください。

③測量ができるように、隣接者と協力して境界を

　1.5 ｍの幅で伐採してください。

④売買や譲渡などで移転登記の済んでいない土地

　は、早めに済ませてください。

地籍調査はあなたの財産を守ります
◎お問い合わせ先　農地整備課地籍調査係㉗ 1111 内線 265・290

令和４年春の農作業事故ゼロ運動
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係㉗ 1111 内線 209

農業委員２人が農業会議所から表彰されました
◎お問い合わせ先　農業委員会㉗ 1111 内線 227

　永年、農業委員会の業務に携わり、町内の農地を見守り、また所有者・耕作者の相談者となったこと

に対して農業会議所より２名の方が表彰をうけました。

■全国農業会議所会長表彰

【現職】

農業委員：濵脇嘉則委員

委員歴：22 年８ヶ月

会長歴：10 年８ヶ月

■鹿児島県農業会議会長表彰

【現職】

農業委員：鮫島安平委員

委員歴：16 年８ヶ月
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石油組合中種子支部より
　　　　　　日曜日当番のお知らせ

組合加盟店 ５月 ６月

（有）和人組

中央給油センター

８日 ５日

22 日 19 日

種子島石油（株）

中種子中央給油所（畠田）

１日 12 日
15 日

26 日29 日

◎お問い合わせ先

（有）和人組中央給油センター㉔ 2255

種子島石油（株）中種子中央給油所㉗ 0205

５月は赤十字運動強調月間です
～あなたのやさしさで支えられている赤十字～

　赤十字事業の活動は皆様からいただく会費・

寄付金によって支えられています。人道博愛の

精神のもと、幅広い社会福祉活動を展開してい

ます。今年もなお一層のお力添えを賜ります様

お願い申し上げます。

●令和３年度実績額　　　1,188,500 円

●令和４年度目標額　　　1,057,000 円

■会員を募集します

　毎年、この時期に社会福祉協議会の会員募集を

行っています。

現在 1 世帯 1 会員で 500 円の会費を納めていただい

ています。

　皆様のご理解を賜り、社会福祉協議会の会員

になっていただきますようお願いいたします。

◎お問い合わせ先

●中種子町社会福祉協議会

●日本赤十字社中種子分会　27-1845

令和４年度職業訓練指導員講習実施について
　職業訓練指導員として必要な指導・訓練方法

などの能力を短期間に習得するためのもので、

講習修了証書授与者には、本人の申請に基づい

て職業訓練指導員免許証が交付されます。

■受付期間

　５月 16 日（月）～ 27 日（金）※必着（土・日を除く）

■受講期間　

　８月２日（火）～ ４日（木）、８日（月）～ 10 日（水）

　午前９時～午後５時　※計６日間（48 時間）

■場所　ポリテクセンター鹿児島

■定員　30 人

■受講料　15,600 円（テキスト代込み）

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

◎お問い合わせ先

鹿児島県職業能力開発協会099-226-3240

大麻やケシを見つけたらご連絡ください
　大麻やケシは法律により栽培が規制されている

植物です。ポピーなどと間違えて植えてしまった

り、繁殖力が強く自然に生えたりしていることが

あります。もし大麻やケシかもしれない植物を見

つけたら、抜かずに保健所までご連絡ください。

■大麻の特徴
[ 葉 ] ３～９枚の小葉が集まって手のひらのような形

[ 茎 ] 太くまっすぐに立ち大きいものは３ｍほど

[花 ]夏に咲き雌花は樹液でネバつく

■ケシ (ソムニフェルム種 )の特徴
[ 花 ] ４～６月に咲き色は赤・桃・紫・白など

[果実 ]球形で上部が平たい皿のような形

[草丈 ]開花期には１ｍほど

※オニゲシ・ヒナゲシは栽培してもよいケシです。

　　 大麻の葉　　　　　  ケシの花と果実

大麻やケシを見つけたらご連絡ください
◎お問い合わせ先　西之表保健所　衛生・環境係　㉒ 0032
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保健センターだより
◎お問い合わせ先

町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

保健センター㉗ 1133

　令和４年度の集団健診を下記のとおり実施します。

感染症予防に努めながら、疾病の早期発見・早期治療のため年に１回は健康診断を受診しましょう。

■健診期間　６月４日（土）～６月 13 日（月）　■場所　保健センター

■受付時間　午前７時 30 分～午前９時 30 分（集落ごとに受付時間を設定します）

■集団健診の種類・料金　※申し込みをされた方には５月中旬に受診券を配布予定です。

検診名（がん検診等の種類） 対象者 基本料金
自己負担額

40 ～ 69 歳 70 歳～ 生活保護受給者 20 ～ 39 歳

健

康

診

査

特定健診（国保加入者） 40 ～ 74 歳 6,250 円 無料 無料

長寿健診（後期高齢者） 75 歳～ 6,250 円 無料

基本健診 生活保護受給者 6,250 円 無料

若年健診 20 ～ 39 歳 6,250 円 無料 500 円

が

ん

検

診

な

ど

胃がん検診 40 歳～ 4,840 円 1,500 円 無料 無料

肺がん検診 40 歳～

65 歳未満
1,435 円

無料 無料 無料
65 歳以上
1,758 円

喀痰
※喫煙者でリスクの高い人

50 歳～ 2,996 円 800 円 800 円 800 円

大腸がん検診 40 歳～ 1,729 円 500 円 500 円 無料

前立腺がん検診（男性） 40 歳～ 1,800 円 1,800 円

肝炎ウイルス
検診

Ｂ型肝炎 40 歳～ 300 円
　節目（40 歳のみ） 無料

　節目以外節目以外 300 円300 円

Ｃ型肝炎 40 歳～ 1,700 円
　節目（40 歳のみ） 無料

　節目以外節目以外 1,700 円1,700 円

腹部超音波検診 20 歳～ 3,700 円 2,000 円 2,500 円

骨粗しょう症検診 40 歳～ 900 円
　女性節目※１ 無料

　節目外節目外 600 円600 円

歯周疾患検診 希望者 無料 無料

※骨粗しょう症検診の節目対象者は、今年度 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性

◆健康診査・腹部超音波検診・胃がん検診を受診する方は、前日の午後９時以降の飲食はお控えください。

◆託児スペースは、６月８日（水）～ 10 日（金）に設置を予定しています。

■オプション検査
　胃がんリスク検査（ピロリ菌検査）：検査料 3,300 円（全額自己負担）

　※受診希望者は健診当日にお申し込みください。

　注意：２か月以内に胃薬を服用した場合は受診できません。

　また、過去に検査をされた方、すでに除菌をしている方は受診の必要はありません。

令和４年度集団健診（特定・長寿・若年・がん検診など）について

【必ずお読みください】
●健診がスムーズにいくよう、問診票は事前に記入をしてから健診会場へお越しください。

●感染予防のため、必ずマスク着用をお願いします。

●発熱や風邪症状などがあり体調が優れない方、新型コロナウイルス感染症に感染している可能性のあ

　る方と接触したことがある方は受診をお控えください。

　（体調不良などで集団健診の受診ができなかった方は、特定健診・長寿健診のみ島内医療機関で受診で

　きますので、町民保健課までご連絡ください。ただし、がん検診は含まれません。）

●１週間以内に感染流行地域に行かれた方は、受診をお控えください。（受付時に受診をお断りさせてい

　ただく場合があります。）
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■集団健診の日程表
　新型コロナウイルス感染症対策のため受付時間を集落ごとに区切って実施します。
　受診会場が密になることを避けるため、できるだけ下記に記載されている指定日・指定時間に、マス

ク着用のうえお越しください。なお、人数の多い集落は受付時間を分けさせていただきます。（受付時間

の詳細な振り分けは、受診券の発送時にお知らせします。）

※指定された日に受診できない場合は、健診期間中の都合のよい日に受診をお願いします。ただし、指

定日・指定時間に来ていただいた方を優先して案内しますので、お待ちいただく場合があります。

※集団健診の申し込みをされていない方も受診はできますので、希望される方は該当集落の受付時間に

お越しください。

※各集落の受付時間については変更となる場合がありますので、後日発送予定の「受診券」に記載され

ている受付時間にご来場ください。

■下記日程はすべて６月実施予定日　
日付日付 曜日曜日 受付時間受付時間 集落名集落名

４日 土

7:30 ～

8:00
牧川 ･上之城

8:00 ～

8:30
浜津脇①

8:30 ～

9:00

浜津脇② ･坂元 ･竹之川 ･

広野 ･砂中 ･深久保
9:00 ～

9:30
宝来 ･原之里

５日 日

7:30 ～

8:00
平鍋

8:00 ～

8:30
春田 ･池之平

8:30 ～

9:00
二十番 ･秋佐野 ･戸畑 ･向井町

9:00 ～

9:30
中之町 ･郡原

６日 月

7:30 ～

8:00
横町①

8:00 ～

8:30
横町② ･大平

8:30 ～

9:00
古房

9:00 ～

9:30
あかつき学園

７日 火

7:30 ～

8:00
伏之前①

8:00 ～

8:30
伏之前②

8:30 ～

9:00
伏之前③

9:00 ～

9:30
伏之前④ ･池之向 ･松原

８日 水

7:30 ～

8:00
中山

8:00 ～

8:30
上方①

8:30 ～

9:00
上方②

9:00 ～

9:30
大牟礼

　
日付日付 曜日曜日 受付時間受付時間 集落名集落名

９日 木

7:30 ～

8:00
旭町①

8:00 ～

8:30
旭町②

8:30 ～

9:00
旭町③ ･竹屋野

9:00 ～

9:30
町山崎 ･阿曽 ･大久保

10 日 金

7:30 ～

8:00
栄町

8:00 ～

8:30
畠田①

8:30 ～

9:00
畠田②

9:00 ～

9:30
高峯・伊原 ･下田

11 日 土

7:30 ～

8:00
満足山①

8:00 ～

8:30

満足山② ･阿保 ･

広ヶ野 ･東之町
8:30 ～

9:00
女洲 ･向町 ･今熊野 ･美座

9:00 ～

9:30
西之町 ･西之山

12 日 日

7:30 ～

8:00
田島

8:00 ～

8:30
輪之尾 ･本村

8:30 ～

9:00
東目 ･中田

9:00 ～

9:30
長谷 ･原尾 ･塩屋

13 日 月

7:30 ～

8:00
熊野①

8:00 ～

8:30
熊野②・新町 ･屋久津

8:30 ～

9:00
阿高磯 ･梶潟 ･衣之平

9:00 ～

9:30
グループホーム

保健センターだより
◎お問い合わせ先

町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 220

保健センター㉗ 1133
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今
回
は
す
り
お
ろ
す
と
粘
り
気
が
出

る
、
長
芋
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

長
芋
は
黒
斑
や
傷
が
あ
る
も
の
は
避

け
、
皮
の
色
が
き
れ
い
で
ハ
リ
が
あ
り
、

重
み
が
あ
っ
て
ひ
げ
根
の
少
な
い
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

１
本
の
ま
ま
で
は
新
聞
紙
で
包
ん

で
、
カ
ッ
ト
し
た
も
の
は
ラ
ッ
プ
で
包

ん
で
そ
れ
ぞ
れ
冷
蔵
庫
へ
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

ふ
わ
ふ
わ
キ
ッ
シ
ュ

　
＞

作
り
方

＜

（
1
人
分
）

①　

長
芋
は
ひ
げ
を
取
り
、
皮
ご
と
す

　

り
お
ろ
す
。

②　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン

　

ジ
ン
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
チ
ー
ズ

　

は
1
㎝
角
に
切
る
。

③　

ボ
ウ
ル
に
①
の
長
芋
を
入
れ
、
②

　

の
野
菜
と
チ
ー
ズ
を
加
え
桜
エ
ビ
、

　

卵
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
混
ぜ
合
わ
せ

　

器
に
入
れ
る
。

④　

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー　
（
１
２

　

０
０
Ｗ
）
で
13
分
程
こ
ん
が
り
焼
く
。

※
長
芋
の
ひ
げ
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
焼
く

と
き
れ
い
に
取
れ
ま
す
。
長
芋
の
皮
は

栄
養
価
が
高
い
の
で
皮
ご
と
お
ろ
す
の

が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

出
典
：
一
般
財
団
法
人
日
本
食
生
活

協
会
『
Ｈ
24
よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る

た
め
の
し
お
り
』

　ふわふわキッシュ（1人分）

長芋 50g ６Ｐチーズ 20g

ブロッコリー 30g 桜エビ 2g

玉ネギ 50g 卵 1/2 個

ニンジン 20g 塩 1g

こしょう 適宜

１人分（エネルギー 188kcal、たんぱく質 12.5g、脂質 8.9g、食塩 1.8g）

食生活改善推進員コーナー 　長芋を使ったふわふわキッシュの作り方をご紹介

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先

㉗ 1223

　町では在宅で介護をしている方を対象に介護者

のつどいを開催しています。誰かに話を聞いても

らったり、相談することも大切です。

　在宅で介護をしている方同士だからわかり合え

る気持ちや情報交換の場として、「介護のことで

相談したい」「ちょっと話を聞いてほしい」など、

お気軽に参加ください。

■日時　毎月第２木曜日　午前 10 時～正午

■場所　中央公民館

※日時や場所が変更になる場合があります。

　事前に包括支援センターにご確認ください。

無理なく実践できるフレイル予防（第２回）

　フレイルとは、加齢により心身の機能や活力が

低下している状態のことです。毎日の生活習慣の

中に取り入れたいフレイル予防のヒントを紹介し

ます。

●歯みがきとお口の体操

　就寝中は唾液の分泌量が減り、お口の中に細菌

が発生しやすくなるため、朝食前に歯を磨くこと

をおすすめします。

　また、口腔機能の低下を防ぐために、お口の体

操を日課にしましょう。

●お口の体操「パ・タ・カ・ラ体操」

　①「パ」「タ」「カ」「ラ」をそれぞれ 5回ずつ、

　　 大きな声ではっきりと発音

　②「パタカラ」と続けて発音し、5回繰り返す

介護者のつどいについて
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
画
像
配
信
再
開

　

長
ら
く
配
信
を
中
止
し
て
い
た

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
画
像
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、

カ
メ
ラ
を
新
調
し
、
設
置
場
所
を

変
え
て
配
信
を
再
開
い
た
し
ま
し

た
。

　

吉
信
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を

は
じ
め
と
し
て
、
竹
崎
エ
リ
ア
に

あ
る
竹
崎
展
望
台
や
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
跡
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
試

験
場
方
向
の
４
か
所
（
数
分
お
き

に
更
新
）
の
画
像
を
配
信
し
ま
す
。

　

青
い
海
と
白
い
砂
浜
、
緑
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
「
世
界
一
美
し

い
発
射
場
」
と
称
さ
れ
る
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
お
届
け
し
ま
す
！

宇
宙
科
学
技
術
館
に

　
　
　
　

錯
視
サ
イ
ン
を
設
置
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
内
の
展
示
エ

リ
ア
の
順
路
表
示
に
錯
視
サ
イ
ン

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
順
路
表
示
は
、
来

館
者
か
ら
「
分
か
り
づ
ら
い
・
見

え
づ
ら
い
」
な
ど
の
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
見
て
楽
し
め
る
錯
視
サ
イ
ン
へ

変
更
し
ま
し
た
。
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
よ
う
な
表
示
へ
変
更
す
る
こ

と
で
、
離
れ
て
み
て
も
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
に
よ
っ
て
様
々
な
種

類
の
錯
視
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
！

(

記
事
の
内
容
は
４
月
12
日
時
点)

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244

　ライブカメラからの眺め（大型ロケット　ライブカメラからの眺め（大型ロケット

発射場）センターHPからご覧いただけます！発射場）センターHPからご覧いただけます！

公立病院だより　公立種子島病院　院長　德永　正朝　㉖ 1230

　

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
、
種

子
島
で
は
、
本
土
よ
り
や
や
遅
れ

て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
ま
し

た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

公
立
種
子
島
病
院
で
は
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
つ

つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
へ

の
対
応
、
通
常
診
療
へ
の
対
応
と
、

全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
邁

進
し
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
度
も

新
た
な
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
将
来
に
明
る
い
展
望
が
見
え

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
検
査
技

師
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
臨
床
工

学
技
士
を
、
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、

医
師
不
足
で
の
診
療
に
は
な
り
ま

す
が
、
鹿
児
島
大
学
病
院
を
は
じ

め
、
島
外
か
ら
の
医
師
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
新
た
な
職
員
と
と
も

に
、
今
年
度
も
、
何
と
か
必
要
な

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

検
査
技
師
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
常
勤
２

名
体
制
に
な
り
、
緊
急
時
に
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
速
や
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
技
師
が

複
数
体
制
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

何
よ
り
も
休
暇
を
取
り
や
す
く
な

り
、
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
臨
床
工
学
技
士

の
加
入
に
よ
り
、
透
析
室
の
体
制

が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
看
護
師

と
合
わ
せ
十
分
な
体
制
を
確
保
で

き
、
医
師
の
体
制
も
非
常
勤
の
透

析
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
安
全
な

透
析
医
療
を
展
開
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

公
立
種
子
島
病
院
は
、
今
年
度

も
、
皆
さ
ま
の
医
療
を
守
る
た
め

に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新年度あいさつ

　新たに設置した錯視サイン　新たに設置した錯視サイン
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,483人(-126) 出生 1人

男　性 3,569人 ( -56) 死亡 12 人

女　性 3,914人 ( -70) 転入 44 人

世帯数 4,108戸 ( -40) 転出 159 人

※（　）は前月との比較（３月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　３月中

火　事 2件 うち建物 1件

救　急 35 件 うち急病 27 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

負傷者数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

※令和４年３月、(　)は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
令和４年３月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに

名前 集落

3/14
八木　風馬 古　　房

齊野　りさ 鹿児島市

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

3/ 1 下村　朔
さく

叶
と

武志・栞 美座

3/30 豊　陽
ひ

向
なた

章繕・育美 本村

女の子 名前 両親 集落

3/25 宮内　心
ここ

菜
な

勇太・あかり 伏之前

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

3/ 6 松下　キミヱ 伏之前 91 歳

3/ 6 𠮷屋　勝良 阿　保 96 歳

3/ 6 八木　スヱ子 古　房 91 歳

3/12 新郷　キミ 横　町 96 歳

3/15 眞戸原二三男 上　方 84 歳

3/16 田平　通 大牟礼 88 歳

3/19 久保田　清 田　島 88 歳

3/19 新開　純夫 郡　原 85 歳

3/19 山根　定之 満足山 88 歳

3/22 厚地　葉子 浜津脇 94 歳

3/24 牧瀬　和子 古　房 95 歳

3/24 德永　力 牧　川 83 歳

3/28 古城　明 旭　町 92 歳

3/29 有留　セツ子 牧　川 85 歳

3/31 石堂　泰子 上　方 78 歳

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

大田　悦朗　(原之里 )　新郷　正男　(横　町 )

久保田イツ子 (田　島 )　長　育代　　(浜津脇 )

新開　ノブ子 (郡　原 )　村尾　弘行　(旭　町 )

牧瀬　哲郎　(古　房 )　有留　道明　(牧　川 )

石堂　英夫　(上　方 )

田
植
え
の
風
景

　

写
真
：
３
月
22
日
撮
影
（
牧
川
集
落
）
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保健センター　すこやかカレンダー
※保健センターで実施

日 行　事

12（木）ぽかぽか教室 13:00 ～

13（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

19（木）乳幼児健診

26（木）
すこやかマタニティ教室（沐浴）
18:00 ～

27（金）
乳幼児健診
母子手帳交付 13:00 ～

乳幼児健診
※保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

13（金）
 9:00 ～ 9:15

３～５ヶ月児 R 4 . 1 . 1 ～ R 4 . 1 . 3 1

13（金）
 9:15 ～ 9:30

６～８ヶ月児 R 3 . 1 0 . 1 ～ R 3 . 1 0 . 3 1

19（木）
12:45～ 13:00

５ 歳 児 H 2 9 . 3 . 1 ～ H 2 9 . 4 . 3 0

27（金）
 9:00 ～ 9:15

９～ 11 ヶ月児 R 3 . 7 . 1 ～ R 3 . 7 . 3 1

27（金）
 9:15～ 9:30

２ 歳 児 R 2 . 3 . 1 ～ R 2 . 4 . 3 0

公立種子島病院（㉖ 1230）

各科 診察日

眼 科 ９（月）・10（火）・23（月）・24（火）

耳鼻咽
喉 科 毎週木曜日（５日除く）

整 形
外 科 毎週火曜日（３日除く）

小 児
外 来 毎週月曜日～金曜日（３～５日を除く）

消化器
検 査 毎週水曜日（４日除く）

野田先
勤　務

９（月）午後～ 13（金）午前
23（月）午後～ 27（金）午前

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

10（火） 幼児学級（２～４歳）
リトミック 福祉センター

17（火） 幼児学級（１歳）
リトミック 福祉センター

20（金） 赤ちゃん教室（１歳未満）
バスタオルあそび 福祉センター

26（木） 赤ちゃん教室・幼児学級合同
春の遠足

中央公園
（雨天）福祉センター

中央保育所園庭開放日
※第２・第４月曜日　９日・23 日（10:30 ～ 12:00）
　活動への参加など、詳しくは「子育て支援セン
ターおひさま」㉗ 0031（中央保育所内）までお
問い合わせください。

「なかたねお知らせ版」　５月 1日～ 31 日
※新型コロナウイルス感染症対策のため予定が変更になる場合があります。

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

１（日） 田上診療所 ㉗ 0325

３（火） 種子島医療センター ㉒ 0960

４（水） 公立種子島病院 ㉖ 1230

５（木） 種子島医療センター ㉒ 0960

８（日） 百合砂診療所 ㉘ 3901

15（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

22（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

29（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

行事・イベントなど
日 行　事

８（日）町スポーツ少年団競技別交歓大会

11（水）よろず支援拠点定期相談会 11:00 ～

14（土）土曜授業

15（日）第１回地区スポーツ少年団競技別交歓大
会（南種子）

17（火）どんぐり学級

21（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

25（水）生涯学習公民館講座開講式 19:00 ～

28（土）子ども体験活動「親子ふれあいウォーク」

接種種類 接種期間 接種可能対象者 対象年度

日本脳炎
１　 期

５月２日～

　５月 21 日

H31.4.2～R 2.4.1

日本脳炎
１期追加

H29.4.2～H30.4.1 令和３年

H30.4.2～H31.4.1 令和４年

日本脳炎
２ 期

H23.4.2～H24.4.1 令和３年

H24.4.2～H25.4.1 令和４年

ＭＲ混合
２ 期

５月 23 日～

　５月 31 日
H28.4.2～H29.4.1

　予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・

ご予約をお願いします。

　日本脳炎については、令和３年度対象（１期追

加および２期）の方も接種可能となりますので、

随時通知します。

※詳しくは、保健センター㉗ 1133 までお問い

合わせください。

予防接種医療機関日程
・田上診療所（月・金曜日の 14:00 ～ 16:00）

・種子島医療センター（月～土曜日の 14:00 ～ 16:00）

・公立種子島病院（金曜日の 16:00 ～）

・高岡医院は下記のとおり



「トッピー＆ロケット」の

ＷＥＢサイトでは

有人離島割引料金での

決済が可能になりました。

予約してから

中種子窓口での支払いや

クレジットカードでの

支払いができます。

また、鹿児島港の港止めで

急便サービスをしています。

詳しい内容につきましては

お問い合わせください。

種子屋久高速船株式会社

■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://town.nakatane.kagoshima.jp/
広

報
な

か
た

ね
５

月
号

　
令

和
４

年
４

月
25

日
発

行
■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係
　

島の四季彩 クジャクサボテン（サボテン科）

【漢字表記】孔雀仙人掌
【別名】花サボテン ( 美しい花を観賞する
サボテンの総称 )
【原産地】原種は中南米の森林性サボテン
【栽培適地】冬季温暖で、日当たりがよく、排水良好で
有機質に富む土壌

【繁殖法】春～夏の挿し木 ( 切り離した茎を１～２週
間乾燥させた後に挿し木する )、育種の場合は実生。
　原種は、月下美人や三角柱のように樹幹や岩などに
着生しており、普及している園芸品種はそれらが複雑

に交配されて作出されたものです。クジャクサボテン
という名は、単一の種類を示すものではなく、花の美
しさをクジャクに例えたものです。花期以外に見てい
る緑色の扁平な皮紐状あるいは３稜の部分は茎で、そ
の茎の所々にある刺が葉の変化したものです。花は漏
斗形の八重咲きで、蕊がはっきりし、花色は白、クリー
ム、黄色、エンジ色、赤、ピンク色などがあり、大き
さは径 10 ～ 30cm と大きく、豪華さがあります。冬に
潅水を控えると、耐寒性が増し、春の花数が増加しま
す。冬季も高温度で生育した株は開花しません。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・月は 6時～ 17 時
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　※土・日・祝日は休み
臨時休業により来店される際は、営業日の確認をお願いします

離島航空
　　割引カード
の更新手続きはお
済みですか？

『有効期限は３年間』『有効期限は３年間』
鹿児島離島航空割引カード
についてのお問い合わせは
中種子町役場企画課（２階）
㉗ 1111 まで !!

【持参する物】
○身分証明書
○証明写真
　（横 2.5cm ×縦３cm）


